
20 × 20

Ｑ

旧

大

間

々

町

地

域

の

過

疎

指

定

に

対

す

る

今

後

の

ビ

ジ

ョ

ン

は

Ａ

人

口

減

少

社

会

に

合

っ

た

活

気

あ

る

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

て

い

き

た

い

柴

﨑

訓

佳

問

旧

大

間

々

町

区

域

が

過

疎

法

の

指

定

と

な

っ

た

要

件

は

。

総

務

部

長

人

口

要

件

と

財

政

力

要

件

の

二

つ

が

該

当

す

る

こ

と

に

な

る

。

平

成

７

年

か

ら

令

和

２

年

の

年

間

で

人

口

減

少

25

率

が

％

以

上

、

平

成

年

度

23

30

か

ら

令

和

２

年

度

ま

で

の

３

年

平

均

の

市

の

財

政

力

指

数

が

０

・

以

下

が

基

準

で

あ

る

。

旧

64

大

間

々

町

地

域

は

、

人

口

減

少

率

が

％

、

財

政

力

指

数

が

０

23

・

６

３

８

と

な

り

該

当

と

な

っ

た

。

問

過

疎

指

定

に

お

け

る

目

的
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の

内

容

は

。

総

務

部

長

人

材

の

確

保

及

び

育

成

、

雇

用

機

会

の

充

実

、

住

民

福

祉

の

向

上

、

地

域

格

差

の

是

正

、

美

し

い

風

格

あ

る

国

土

の

形

成

に

寄

与

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

る

。

問

今

ま

で

の

施

策

の

分

析

と

今

後

の

取

り

組

み

は

。

総

務

部

長

人

口

減

少

に

歯

止

め

を

か

け

ら

れ

な

か

っ

た

こ

と

が

大

き

な

要

因

と

考

え

る

。

今

後

、

移

住

相

談

や

地

域

お

こ

し

協

力

隊

制

度

の

活

用

、

働

く

場

の

確

保

等

職

員

一

丸

と

な

っ

て

適

切

な

対

策

を

講

じ

て

い

き

た

い

。

問

市

長

が

考

え

る

今

後

の

ビ

ジ

ョ

ン

は

。

市

長

全

国

的

な

人

口

減

少

社
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会

に

お

い

て

、

全

国

の

自

治

体

の

％

が

過

疎

指

定

と

な

っ

た

。

51

就

労

支

援

等

様

々

な

施

策

を

講

じ

て

い

る

が

、

歯

止

め

が

か

か

ら

な

い

状

況

に

あ

る

。

過

疎

指

定

を

受

け

た

こ

と

で

、

国

の

支

援

措

置

が

受

け

ら

れ

、

こ

れ

を

追

い

風

と

し

て

、

人

口

減

少

社

会

に

あ

っ

た

活

気

あ

る

ま

ち

づ

く

り

を

ス

ピ

ー

ド

感

を

持

っ

て

進

め

て

い

き

た

い

。

問

現

在

、

老

朽

化

し

耐

震

性

の

無

い

旧

神

梅

小

学

校

が

解

体

さ

れ

な

い

ま

ま

に

な

っ

て

お

り

、

地

域

住

民

か

ら

は

、

市

か

ら

何

も

説

明

が

な

く

不

安

で

あ

る

と

の

声

を

聞

く

が

、

現

状

に

つ

い

て

は

。

教

育

部

長

現

在

、

解

体

後

の

利

活

用

と

財

源

確

保

を

検

討

中



20 × 20

で

あ

る

。

問

神

梅

地

区

は

、

日

光

を

繋

ぐ

ゴ

ー

ル

デ

ン

ル

ー

ト

の

位

置

づ

け

と

な

っ

て

い

る

が

、

今

後

の

計

画

は

。

市

長

神

梅

地

区

は

、

渡

良

瀬

渓

谷

の

入

り

口

に

位

置

し

、

自

然

環

境

が

豊

か

な

地

域

で

あ

る

。

北

関

東

自

動

車

道

へ

の

ア

ク

セ

ス

や

東

部

鉄

道

赤

城

駅

か

ら

近

い

立

地

を

生

か

し

、

首

都

圏

か

ら

の

移

住

を

考

え

る

人

に

と

っ

て

は

、

魅

力

的

な

地

域

で

あ

る

と

考

え

る

。

今

後

、

旧

神

梅

小

学

校

跡

地

利

用

を

含

め

、

神

梅

地

区

の

皆

様

と

協

議

し

な

が

ら

進

め

て

い

き

た

い

。


